
七
条
大
橋
は
、19

13
年
（
大
2

）
4

月
14
日
、
当
時
の

井
上
京
都
市
長
や

大
森
京
都
府
知
事

が
開
通
式
に
参
列
、

続
く
「
渡
り
初
め
」

は
本
町
十
一
丁
目
、

市
田
宇
兵
衛
84
歳

う
た
子
73
歳
を
先

頭
に
近
隣
学
区
生

徒350
0

人
そ
の
他

市
民
が

2
発
の
爆

声
の
合
図
に
万
歳

を
三
唱
し
続
い
た
。

橋
は
市
電
と
伏

見
の
陸
軍
師

団
と
京
都
を

結
ぶ｢

師
団
街

道
」
に
接
続

し
て
お
り｢

戦

車
」
の
重
量

に
も
耐
え
る

べ
く
強
固
に

造
ら
れ
、
デ

ザ
イ
ン
も
伸

び
や
か
な
ア
ー

チ
、
繊
細
な

意
匠
の
欄
干
、
趣

あ
る｢

照
明
柱
」

を
持
つ
美
し
い
姿
の
橋
で
あ
っ
た
。

昭
和
18
年
、
戦
時
の
金
属
供
出
で

欄
干
と
照
明
塔
と
は
共
に
、
は
ぎ
取
ら

れ
た
。
代
替
の
木
製
欄
干
は
、
昭
和

36
年
に
ヤ
ッ
ト
現
在
の
も
の
に
な
っ
た
。

そ
の
姿
は
、
戦
前
の
も
の
（
写
真
）
と

は
全
く
異
り
、
橋
の
本
体
デ
ザ
イ
ン
と

一
体
感
が
な
い
も
の
に
さ
れ
た
。
そ
れ

で
も
七
条
大
橋
は
黎
明
期
の
Ｒ
Ｃ
ア
ー

チ
の
中
で
群
を
抜
い
て

巨
大
で
あ
り
、

鴨
川
筋
に
お
い
て
明
治
期
の
意
匠
を
残

す
唯
一
の
橋
と
し
て
平
成
20
年
度
、

土
木
学
会
の
土
木
遺
産
選
奨

に
な
っ

た
。
更
に
、
鴨
川
に
架
か
る
橋
の
中
で
、

再
々
の
大
洪
水
に
も
流
さ
れ
ず
、
壊
れ

ず
橋
の
本
来
の
役
目
、
鴨
川
東
西
の
交

通
を
唯
一
護
っ
た
橋
で
も
あ
る
。

が
、
歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は

粗
末
で
「
雑
草
」
は
生
え
、
橋
脚
の
汚

れ
が
目
に
付
く
。「
百
年
」
を
祝
い
、

元
の
姿
に
と
願
い
「
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
」

を
４
月
14
日
に
「
集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
」

pm
13
：
00
か
ら
開
く
事
に
な
っ
た
。

ご
参
加
を
請
い
願
う
。（
ラ
シ
同
封
）

百
年
間｢

黙
し
て
語
れ
な
か
っ
た
橋
」

に
感
謝
を
捧
げ
る
の
は
京
都
市
民
の
務

め
と
思
う
が
如
何
に
！
。

４
月
21
日

（
日
）
第
三
日

曜
日
に
開
催

し
続
け
た｢

朝

粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
」
が
百
回
目

に
な
る
。
第
１
回
２
０
０
５
年
２
月
か

ら
始
め
た
。

当
初
は
月
２
回｢

お
粥

を
提
供
す
る｣
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
頃

は
参
加
者
も
少
な
く｢

お
粥
」
が
沢
山

残
り
、
捨
て
る
の
は
勿
体
無
い
と
毎
食

お
粥
を
家
中
で
食
べ
続
け
た
。
三
ヶ
月

経
つ
と
よ
う
や
く
人
数
が
定
着
し
、
お

粥
の
前
に
30
分
程｢

お
話
」
を
お
聞
き

い
た
だ
く
現
在
の
形
が
出
来
た
。
そ
し

て2009

年
5
月
18
日
に
50
回
目｢

早

川
一
光
先
生
」
迎
え
て
催
し
た
。

最
近
は
、
定
員
40
人
何
時
も
満
員
。

当
社
と
背
中
合
わ
せ
の｢

淺
川
亭
」
さ

ん
の
「
お
か
ず
」
ご
支
援
、
次
々
「
講

師
」
し
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
、
お
陰

で
99
回
ま
で
き
た
。

50
回
の
時
、「1

00

回
目
の
時
も
お
話

を
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
生
き
て

い
た
ら
や
っ
た
る
」
と
仰
っ
て
下
さ
り
、

そ
れ
に
甘
え
て
、
今
回
に
な
っ
た
。

先
生
の
お
話
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
が
学
べ
る
だ
ろ
。

既
に
「
お
粥
」
は
定
員
満
杯
。
お
話
だ

け
の
部
も
極
僅
・
・
・
。

写
真
は
朝
粥
会

会
場

早
川
一
光
先
生

Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送

ば
ん
ざ
い
人
間
に

毎
週
ご
出
演
。

わ
ら
じ
医
者
・

よ
ろ
ず
診
療
所

運
営
者
。
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▽
先
日
「
お

花
を
届
け
け

る
ご
依
頼
を
受
け
た
の
で
、
お
店

の
場
所
を
と
花
屋
さ
ん
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
な
い
の

に
？
？
。
一
応
お
教
え
し
た
。

▼

小
一
時

間
し
て
こ

の｢

花
束｣

が
届
い
た
。

送
り
主
は

「
会
員
さ

ん
の
Ｙ
Ｋ

氏
」
だ
。

▽
札
に｢

七
条
大
橋
・
お
め
で
と
う
」

と
あ
る
。
電
話
を
入
れ
る
と
、
今

号
ト
ッ
プ
に
記
し
た｢

祝
う
会
」
の

こ
と
が
そ
の
日｢

リ
ビ
ン
グ
京
都
」

載
っ
た
か
ら
だ
か
ら
仰
っ
た
。

▼
私
ど
も
に
リ
ビ
ン
グ
紙
は
配
布

さ
れ
て
無
い
の
で
ネ
ッ
ト
で
見
た
。

裏
表
紙
に
、
私
他
数
人
の
写
真
入

で
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
他
新
聞
へ

幾
度
か｢

橋
の
こ
と
」
で
投
稿
し
た

が
不
採
用
だ
っ
た
が
。

▽
私
が
戴
い
た
の
で
は
な
い
の
で

「
七
条
大
橋
」
ま
で
持
っ
て
い
っ

て
写
真
を
撮
っ
た
。
私
も｢

花
束
」

が
届
き
驚
い
た
が
、
一
番
仰
天
し

た
の
は
貰
っ
た｢

橋
」
だ
ろ
う
。

▼
誕
生
し
た
時
は
超
盛
大
に｢

祝
い
」

さ
れ
た
が
、
後
は
汚
れ
傷
つ
き
知

ら
ん
ふ
り
。
枯
れ
た
涙
を
百
年
ぶ
り

に
流
し
た
で
あ
ろ
う
。
私
も
貰
い
泣

き
し
た
。
あ
と
誰
が
涙
す
る
か
？
！
。

ど
ん
つ
き

第
99
回
定
例
会
：
3
月
17
日
（
日
）

定
例

第
３
日
曜
日

講
師
・
日
赤:

京
都
府
本
部

事
業
推
進
課
長

山
田
二
三
男
様

「
東
日
本
大
震
災
か
ら

２
年
が
経
過
し
て
」

日
赤
京
都
支
部
は
、
東
日
本
大
震
災
に

一
番
早
く
救
援
隊
を
現
地
入
り
さ

せ
他
と
聞
く
、
山
田
さ
ん
も
三
度

現
地
で
活
動
さ
れ
た
。
そ
の
実
体

験
か
ら
、
緊
急
時
食
料
の
準
備
と

そ
れ
を
扱
う
方
法
を
話
さ
れ
た
。

泥
水
で
も
ご
飯
が
炊
け
る｢

方
法
」

の
実
演
も
、
試
食
も
出
来
た
。

朝粥食べておシャベリ会 :報告

七条大橋百周年1913
大正2

～2015
平成2 3

大
正
二
年
４
月
十
五
日

七
条
大
橋｢

渡
り
初
め｣

式
典
で
小
旗
を
振
る
参

加
の
子
供
達

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会

講
演
・

早
川
一
光
先
生

第百回



先
週
、
我

が

社

2f

｢

楽
々
ホ
ー
ル
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ

集｣

の
二
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、

京
都
府
立
鴨
沂
高
校
20
期
卒
業
生
の

同
窓
会
が
あ
っ

た
。
私
と
15
歳

離
れ
た
弟
も
そ

の
一
員
だ
。
同

校
の
一
年
先
輩

に
沢
田
研
二

（
ジ
ュ
リ
ー
）

が
い
る
。

そ
の
時
代
は
、
敗
戦
の
焦
土
も
消
え
、

日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
、
学
校
の
民

主
化
。
生
徒
数
も
多
く
学
校
生
活
も
自

由
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
，

65
歳
に
な
っ
た
彼
や
彼
女
た
ち
の
会
話

や
楽
し
く
歌
っ
て
い
る
様
を
も
れ
見
聞

き
す
る
と
現
在
の
地
位
や
立
場
を
越
え

た
友
情
と
絆
が
感
じ
と
れ
た
。

一
方
、
私
は
昭
15
年
（1940

）
貞

教
尋
常
小
学
校
に
入
学
、
卒
業
は｢

国

民
学
校
」
だ
っ
た
。
小
学
校
時
代
は
ド
ッ

プ
リ｢

戦
時
中
」

給
食
は｢

大
豆
油
の

搾
り
か
す
の
入
っ
た
ご
飯
」
そ
し
て
高

学
年
は
戦
時
疎
開
。
昭
21
年
旧
制
立

命
館
第
三
中
学
校
に
入
学
し
た
が
、
占

領
軍
の
指
導
で
六
三
三
に
学
制
が
か
わ

り
、
習
っ
て
い
た
先
生
も｢

戦
争
協
力

者｣

で
追
放
、
予
科
練
上
が
り
の
年
長

者
も
い
る
中
で
学
ん
だ
。
入
学
に
7
円

50
銭
だ
っ
た
授
業
料
は
卒
業
時
千
五
百

円
？
。2

0
0

倍
を
越
え
た
。
今
風
の

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
的
に
表
現
す
れ
ば

「
ヨ
シ
ダ
ミ
ク
ス｣

の
超
イ
ン
フ
レ
。
高

校
時
代
初
め
て
の
修
学
旅
行
」
が
あ
っ

た
が
統
制
時
代
で｢

お
米
」
を
持
参
。

そ
し
て
朝
鮮
戦
争
の
な
か
で
卒
業
し
た
。

全
面
講
和･

単
独
講
和
で
世
論
は
二
分

さ
れ
下
山･

三
鷹
・
松
川
・
と
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
不
可
思
議
な
事
件
が
連

続
し
て
起
っ
た
。
京
都
で
は
民
主
戦
線

統
一
候
補
が
知
事
・
市
長
に
な
っ
た
。。

そ
の
様
な
大
波
の
中
で
も
、
子
供
か

ら
青
年
時
代
お
互
い
の
友
情
を
育
く
み

生
き
、
学
び
、
遊
ん
だ
。
イ
ジ
メ
は
有
っ

た
が
陰
湿
で
は
な
か
っ
た
、
弱
い
も
の

は
集
ま
っ
て
強
い
も
の
に
対
抗
す
る
こ

と
で
耐
え
た
。
学
生
だ
け
で
な
く
、
地

域
も｢

隣
組
・
と
ん
か
ら
り
ん
」
と｢
ヤ

ミ
物
」
の
分
け
合
い
。
子
供
も
町
内
で

面
倒
を
見
た
。
同
窓
会
は
そ
の
延
長
上

に
あ
る
と
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
は
思
う
。

団
塊
の
世
代
以
後
は
同
窓
会
も
な
い
と

か
。
団
結
も
死
語
に
な
り
そ
う
な
世
代

ら
し
い
。
私
の
小
学
校
の
卒
業
還
暦
同

窓
会
は
六
年
前
。、
高
校
の
ク
ラ
ス
同

窓
会
は
、
卒
業
時

の
組
担
任
が
命
名

し
た
「
裸
木
会
」

は
年
に
二
回
あ
り
、

な
ん
と
百
二
回
目

を
五
月
開
催
す
る
。

京
に
学
び
し
こ
ろ
・
一

宇
野
正
人

僕
が
、
京
都
に
い
た

期
間
は
、
昭
和
39(

1

9
6
4
)

年
か
ら
昭
和4

5

(
1
9
7
0
)

年
の
6
年
間

で
す
。
そ
の
間
、
全
国
を
吹
き
荒
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
学
園
紛
争
も
経
験
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
友
だ
ち
関
係

は
、
大
部
分
が
「
下
宿
組
」
で
し
た
。

自
宅
通
学
の
連
中
と
で
は
、
生
活
環
境

や
生
活
時
間
も
違
い
ま
す
し
、
自
由
に

な
る
金
員
も
違
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、

同
じ
よ
う
な
境
遇
の
連
中
と
一
緒
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
、
京
福
電

鉄
修
学
院
離
宮
駅
前
に
住
み
ま
し
た
。

日
曜
日
な
ど
、
庭
に
出
て
布
団
を
干
し

て
い
る
と
、
曼
殊
院
や
詩
仙
堂
へ
の
観

光
客
が
不
思

議
そ
う
な
顔

を
し
て
、
我

わ
れ
を
見
て

い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

京
都
の
学
生

用
の
ア
パ
ー
ト
、
間
借
り
、
下
宿
は
、

金
銭
的
に
、
移
転
が
楽
で
し
た
の
で
、

大
部
分
の
学
生
は
移
転
を
繰
り
返
し
ま

す
。
最
後
は
、
出
町
柳
下
が
る
川
端
の

ア
パ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
ア
パ
ー
ト
、

学
年
は
違
う
も
の
の
、
全
員
が
同
一
の

立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
史
専
攻
の
学

生
で
し
た
。
そ
の
専
攻
の
せ
い
も
あ
っ

て
か
、
友
人
と
も
ど
も
、
京
都
の
神
社

社
寺
仏
閣
に
は
、
か
な
り
足
を
運
ん
だ

つ
も
り
で
す
。
そ
こ
で
、
一
番
驚
い
た

こ
と
を
記
し
ま
す
。
烏
丸
六
角
に
あ
る

六
角
堂
を
訪
れ
た
時
で
す
。
熱
い
日
差

し
の
日
で
し
た
。
山
門
を
入
っ
た
と
た

ん
、
回
れ
右
で
す
。
と
い
う
の
も
、
六

角
堂
の
お
堂
に
は
、
黒
々
と
し
た
長
い

髪
の
毛
が
幾
筋
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
し
ん
と
静
ま
っ
た
、
人
っ
子

独
り
い
な
い
境
内
で
、
そ
う
い
う
光
景

を
み
た
ら
、
誰
も
が
逃
げ
出
し
た
く
な

り
ま
せ
ん
か
。
続
き
は
、
次
の
機
会
に
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

シ
ャ
ッ

タ

ー
を

下

ろ

す

前

に

石

動

敬

子

「
こ
の
通
り
の
名
は
？
」｢

シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り｣

と
苦
笑
さ
れ
た
店
主
の
こ
と
を

思
い
出
す
。
東
北
本
線
黒
磯
駅
前
だ
っ

た
。
例
に
よ
っ
て
青
春
十
八
切
符
で
乗

り
継
ぎ
帰
省
す
る
途
中
で
、
三
月
の
雪

解
風
の
吹
く
午
後
だ
っ
た
。
確
か
に
商

店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
た
店
が

多
く
不
景
気
そ
う
な
風
が
吹
く
ば
か
り

だ
っ
た
。
震
災
の
起
る
前
年
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。

先
日
わ
が
北
大
路
商
店
街
の
名
物
Ｔ

川
魚
店
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て
い
た
。

鰻
の
仕
入
れ
値
が
高
い
の
と
健
康
の
問

題
も
あ
り
40
年
来
の
店
を
閉
ま
う
と
貼

り
紙
に
あ
っ
た
。
迂
闊
だ
っ
た
。
気
づ

く
ま
で
に
３
週
間
も
経
っ
て
い
た
。
鰻

に
は
仲
々
手
が
延
び
ず
自
転
車
を
利
用

す
る
こ
と
が
多
く
そ
の
前
を
通
ら
な
か
っ

た
ら
こ
ん
な
具
合
な
の
か
と
思
っ
た
。

あ
の
ご
夫
婦
の
日
々
の
か
わ
ら
ぬ
姿
は

な
ん
と
な
く
駅
前
の
活
気
を
か
も
し
出

し
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
消
え
て
ゆ
く
店
や

人
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
そ
う
い
う
時
代

な
の
か
と
諦
め
る
の
が
普
通
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

｢

世
に
あ
る
人
と
棲
み
家
と
か
く
の
如

し
」
と
看
破
さ
れ
た
鴨
長
明
と
同
様
の

気
分
と
で
も
言
う
か
。
「
行
く
川
の
水

は
絶
え
ず
し
て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ

ら
ず
」
は
、
い
つ
し
か
自
分
も
還
暦
を

越
え
て
し
ま
っ
て
、
や
が
て
と
思
う
気

分
に
も
似
る
。
然
し
、
百
年
の
七
条
大

橋
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
る
人
が
居
る
こ

と
を
知
っ
て
半
年
足
ら
ず
。
そ
の
心
意

気
や
良
し
。
そ
う
い
う
人
達
が
今
も
居

て
く
れ
て
、
集
ま
っ
て
昔
の
こ
と
を
語
っ

て
く
れ
て
い
る
の
は
心
強
い
。

パ
ソ
コ
ン
な
ど
と
向
き
合
っ
て
い
る
ば

か
り
の
オ
フ
ィ
ス
や
学
校
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
昨
今
だ
が
、
熱
く
語
る
年
輩
の
叡

智
こ
そ
今
も
っ
と
も
信
頼
す
る
に
足
る
、

と
思
え
て
い
る
。

百
年
の
モ
ダ
ン
大
橋

水
ぬ
る
む

敬
子

宇
野
正
人
様
：
ご
紹
介

隠
岐
島
〜

千
葉
県
ご
在
住
・
立
命
館
大
学
・

成
城
大
学
大
学
院
・
修
士
・

現
在
・
江
戸
川
大
学
学
部
教
授

※
編
集
者
の
FB
友
達
。
ご
文
を
読
ま

せ
て
戴
き
、
編
集
者
も
立
命
館
に

学
ん
だ
こ
と
か
ら
（
あ
る
事
で
除

籍
）
厚
か
ま
し
く
ご
投
稿
を
お
願

い
し
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
京
都
と
京
都
人
を
外
か
ら
見
ら
れ

て｢

辛
口
の
批
判
」
を
六
話
程
連
載

で
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の

無
い
時
代



円
山
公
園
に

は
枝
垂
桜
、

染
井
吉
野
、

山
桜
な
ど
約7

0
0

本
の
桜
が
あ
り
、

毎
年
多
く
の
花
見

客
で
賑
わ
う
。
そ

の
公
園
の
中
央
に

あ
る
の
が
写
真

の
「
祇
園
の
夜

桜
」
と
し
て
有

名
な
祇
園
枝
垂

桜
で
す
。
正
式

名
称
は
「
一
重

白
彼
岸
枝
垂
桜
」

で
二
代
目
。
初
代
は
昭
和
22
年
に
枯
死
。

昭
和
24
年
に
植
樹
さ
ら
た
も
の
。
そ
し

て
三
代
目
も
既
に
準
備
さ
れ
て
い
る
そ

う
だ
。

初
代
は
「
宝
樹
院
建
内
氏
」
の
庭
に

あ
っ
た
が
「
院
」
が
消
失
し
、
そ
の
後

周
り
が
取
り
払
わ
れ
人
目
に
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
。
明
治
６
年
、
明
石
博
高
と

言
う
お
方
が
、
そ
こ
を
通
る
と
「
斧
で

切
ろ
う
と
し
て
い
た
。
「
何
を
す
る
か
」

の
問
い
に
「
払
い
下
げ
で
印
材
に
」
と

の
答
え
を
聞
き
「
印
に
し
売
っ
た
値
の

五
両
払
っ
て
」
残
っ
た
も
の
。
そ
の
明

石
氏
は
、
温
泉
好
き
で
有
馬
温
泉
の
成

分
を
分
析
、
合
成
し
て
「
蒸
気
缶
」
で

温
め
、
高
台
に
金
閣
に
模
し
た
「
温
泉

場
」
を
つ
く
っ
た
。
人
は
そ
こ
を
「
東

山
温
泉･

円
山
温
泉
」
と
呼
ん
だ
。
そ

し
て
明
治
年
、
官
有
地
の
円
山
町

か
ら
長
楽
寺
、
安
養
寺
，
双
林
寺

を
含
ん
だ
一
体
に
桜
の
木
を
植
え

現
在
の
円
山
公
園
に
至
っ
て
い
る
。

当
初
は
京
都
府
の
管
轄
で
あ
っ
た

が
、
明
治
23
年
に
京
都
市
に
移
管

さ
ら
た
。

ま
た
、
「
た
ば
こ
王
」

と
呼
ば
れ
た
村
井
吉
兵
衛
氏
が
、

当
時
の
金
で
35
万
円
を
か
け
て
別

荘
を
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
別
荘
は
、

伊
藤
博
文
氏
か
ら
「
長
楽
館
」
の

名
を
貰
っ
た
。
当
時
は
政
財
界
の

要
人
も
ま
ね
か
ら
た
所
だ
。

敗
戦
後
は
、
米
軍
に
接
収
さ
れ
将

校
専
用
の
ク
ラ
ブ
の
ご
と
く
使
わ

れ
た
い
た
。
現
在
は
㈱
長
楽
館
（0

75-561-0001
）
「
ホ
テ
ル
・
カ
フ
ェ
」

と
し
て
営
業
さ
れ
て
い
る
。

村
井
吉
兵
衛
氏
（1864
〜1926

）

は
明
治
31
年
に
旧
修
道
小
学
校

（
東
山
区
下
新
シ
町
）
跡
を
買
い

入
れ
、
海
外
か
ら
煉
瓦
を
買
い
入

れ
ア
メ
リ
カ
の
煙
草
工
場
の
設
計

を
模
し
て
「
京
都
煙
草
製
造
所
」

開
設
し
発
売
さ
れ
た
紙
巻
煙
草
、

の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
、
後
に
年
間

生
産
量
日
本
一
を
達
成
す
る
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
、
村
井
銀
行
な
ど
事
業

を
拡
大
し
「
財
閥
」
を
形
成
し
た

が
、
昭
和
初
期
の
世
界
恐
慌
出
と

破
産
し
た
。
そ
の
後
工
場
は
専
売

公
社
の
工
場
に
な
り
、
今
は
微
か

に
面
影
を
残
し
て
い
る
が
。
東
山

税
務
署
や
老
人
施
設
に
な
っ
い
る
。

伯
父
が
村
井
氏
と
交
際
が
あ
り
、

豪
快
な
氏
の
遊
び
の
話
を
聞
い
た
。

今
出
川

大
宮
を
発

車
し
た
市

電
は
、
今
出
川
通
を
東
へ
向
か
い
ま
す
。

前
回
紹
介
の
西
陣
織
物
館
（
現
・
京
都

市
考
古
資
料
館
）
な
ど
、
市
電
時
代
は
、

西
陣
の
歴
史
を
伝
え
る
京
町
家
や
レ
ト

ロ
な
建
物
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
に

な
っ
て
、
私
は
こ
の
付
近
を
通
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
そ
の
後
の
変
化
ぶ
り
を
、

こ
の
眼
で
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。
市
電

時
代
に
は
な
か
っ
た
駐
車
場
を
設
け
た

外
食
チ
ェ
ー
ン
店
が
通
り
に
見
ら
れ
る

の
も
、
西
陣
の
そ
の
後
の
変
化
ぶ
り
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

広
い
堀
川
通
が
見
え
て
く
る
と
、
ま

も
な
く
到
着
す
る
の
が
「
今
出
川
堀
川
」

の
電
停
で
す
。
堀
川
通
が
広
い
の
は
、

戦
争
中
の
防
火
帯
の
た
め
の
拡
幅
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
街
並
み
の
雰
囲
気
も

堀
川
通
を
境
に
何
と
な
く
変
わ
っ
て
き

た
感
じ
が
し
ま
す
。

社
寺
仏
閣
に
も
流
行
り
廃
り
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
二

つ
の
神
社
は
、
以
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
人

を
集
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
に
比
べ

て
、
現
在
で
は
、
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
出
川
堀
川
を
東
へ
、
今
出
川
通
に

続
く
土
塀
・
鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。

白
峯(

し
ら
み
ね)

神
宮
で
す
。

明
治
元
年
に
明
治
天
皇
に
よ
り
、
父

の
孝
明
天
皇
が
慕
っ
て
い
た
崇
徳
天
皇

を
祭
神
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
淳
仁
天
皇
も
一
緒
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
蹴
鞠(

け
ま
り)

道
の
飛
鳥

井
氏
の
邸
宅
跡
で
あ
っ
た
た
め
、

境

内
に
は
蹴
鞠
の
神
様
で
あ
る
「
精
大
明

神
」
が
祀
ら
れ
、
球
技
の
神
様
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
夏
の
精
大
明
神

祭
で
は
、
平
安
貴
族
の
装
束
を
身
に
つ

け
た
人
々
に
よ
っ
て
古
式
ゆ
か
し
く
蹴

鞠
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

一
躍
有
名
に
な
っ

た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

日
本
代
表
の
選
手
が
、

必
勝
祈
願
に
白
峯
神

宮
を
訪
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
な
の
だ
と

か
。
サ
ッ
カ
ー
の
守

護
神
と
し
て
名
を
馳

せ
、
Ｊ
リ
ー
グ
や
学

生
の
選
手
も
多
数
参

拝
し
、
絵
馬
や
色
紙
が
奉
納
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在

で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
神
様
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
人
た
ち
が
、
ご

利
益
を
授
か
り
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
堀
川
今
出
川

を
南
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
の
西
側
に
は
、

晴
明(

せ
い
め
い)

神
社
が
あ
り
ま
す
。

平
安
時
代
の
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
を
祀

る
神
社
で
す
。
ち
ょ
う
ど
安
倍
晴
明
の

邸
宅
跡
に
、
祭
神
と
し
て
祀
っ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
ブ
ー
ム
で
参
拝
者
が
増

え
、
境
内
は
ご
く
狭
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
る
と
、
境
内
の

外
に
ま
で
、
若
い
女
性
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ

か
し
こ
に
、
五
行
思
想
を
現
す
魔
除
け

の
シ
ン
ボ
ル
、
五
芒
星
が
見
ら
れ
、
普

通
の
神
社
に
は
な
い
雰
囲
気
に
気
づ
き

ま
す
。

こ
ん
な
に
接
近
し
て
い
る
地
域
に
、

特
色
の
あ
る
社
寺
が
あ
る
の
も
、
い
か

に
も
京
都
、
と
言
う
感
じ
の
あ
る
今
出

川
堀
川
で
す
。

市
電
が
走
っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静
二

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！とんからりん VOL163 2013(平成25）4月1日(金）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

38

26

白峯神宮の境内から見た

今出川線の市電

桜
の
名
所

円
山
公
園

今出川堀川に到着する東行きの市電



前
回

書
き

ま
し

た
よ
う
に
「
母
」
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
妹
二
人
と
弟
が
出
来
ま
し
た
。

下
の
妹
弟
は
私
が
名
づ
け
親
で
す
。

父
は
酒
の
統
制
会
社
が
民
営
化
し
た

「
甲
酒
卸
・
日
酒
販
」
荷
捌
き
所
の
委

託
を
受
け
酒
卸
の
仕
事
。
店
は
祖
母
が

「
居
酒
屋
」
、
義
母
と
二
人
店
員
で
酒

小
売
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
24
年
に
酒
卸
「
乙
免
許
」
を
得

て
酒
小
売
を
辞
め
「
酒
谷
本
店
」
と
の

名
で
酒
卸
業
を
始
め
ま
し
た
。
免
許
申

請
前
に
高
校
一
年
の
私
に
意
見
を
聞
き

ま
し
た
の
で
「
卸
業
に
は
反
対
だ
」
と

い
い
ま
し
た
が
「
ま
ぁ
申
請
は
す
る
」

で
し
た
。
酒
が
「
丸
公
」
で
良
く
儲
か

る
時
代
で
し
た
。

店
も
小
売
か
ら
卸
用
に
改
造
、
事
務

所
、
裏
の
蔵
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
を

敷
き
ま
し
た
。
酒
の
特
約
・
祖
父
の
代

は
「
ユ
ニ
オ
ン
麦
酒
」
を
扱
っ
て
い
た

の
で
関
係
の
深
い
「
朝
日
麦
酒
特
約
代

理
店
」
に
な
り
、
人
付
き
合
い
に
長
け

た
父
で
商
売
は
好
調
で
し
た
。

そ
の
頃
、
伏
見
の
有
名
な
お
菓
子
屋

さ
ん
（
父
の
戦
友
）
が
来
ら
れ
、
私
の

前
で
父
に
「
酒
谷
は
ん
、
ト
ロ
ッ
コ
を

外
し
な
さ
い
家
相
に
悪
い
」
と
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
「
家
相
や
て
？
」
と
思
っ

て
聞
い
て
い
る
と
「
外
さ
な
い
と
店

が
潰
れ
る
」
と
い
っ
て
お
帰
り
で
し

た
。

私
は
「
家
相
」
は
迷
信
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
父
も
無
視
を
し

ま
し
た
。
だ
が
そ
の
後
昭
和
30
年
3
月

15
日
、
個
人
経
営
「
酒
問
屋･

酒
谷
本

店
」
は
破
産
寸
前
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
ど
も
だ
け
で
な
く
、
酒
問
屋
で
は

の
多
く
の
店
が

（
酒
屋
以
外
で
も
）

「
ト
ロ
ッ
コ
」
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
、

そ
の
殆
ど
潰
れ
た
り
廃
業
さ
れ
、
導
入

さ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
は
今
も
盛
業
中
で

す
。
そ
れ
ら
を
見
て
考
え
る
と
「
家
相
」

は
迷
信
で
な
く
「
統
計
の
集
約
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
力
で
は
運
ぶ
の
は

つ
ら
い
が
、
ト
ロ
ッ
コ
な
ら
楽
、
結
果

と
し
て
不
良
在
庫
が
増
え
、
経
営
を
圧

迫
し
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

便
利
な
も
の
が
、
返
っ
て
命
取
り
に

な
る
。
原
発
も
人
類
の
命
取
り
か
も

ね
。

【
100
歳
ま
で
ボ
ケ
な
い

101
の
方
法
】
白
澤
卓
二
著

（
文
春
新
書
）
を
読
ん
だ
。
そ
の
中
に

表
題
の
小
文
が
あ
る
。
出
だ
し
に
、

【
ア
ア
、
あ
の
時
は
若
か
っ
た
な
と
、

懐
か
し
が
る
た
め
で
あ
り
ま
せ
ん･･

。
】

そ
れ
で
自
分
の
写
真
を
探
し
た
。
ヤ
ッ

ト
。
一
枚
見
付
か
っ
た
の
が
、
こ
の
写

真
。
頭
の
毛
は
黒
く
、
痩
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
代
、
家
を
飛
び
出
し
て｢

食
う

や
食
わ
ず
」
の
生
活
を
し

て
い
た
頃
で
体
重
は
42
ｷﾛ
、

今
は
62
ｷﾛ
と
少
々
。

本
に
よ
る
と
一
生
を
通
じ

て
体
重
の
変
化
が
少
な
い

の
は
健
康
長
寿
と
在
り
、
日
野
原
重
明

先
生
は
20
歳
時
と
今
の
差
は
3
ｷﾛ
。
そ

の
よ
う
な
人
は
、ﾒ

ﾀ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｸ
ｼ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾑ

や
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
。
体
重
が
変
わ
っ

て
な
い
と
い
う
こ
と
は
顔
、
身
体
も
変

わ
り
が
少
な
い
と
い
う
事
。

標
準
体
重
は
、
22
×
身
長
（
ｍ
単
位
）

×
身
長
（
ｍ
単
位
）
だ
と
あ
り
、
計
算

す
る
と
57
ｷﾛ
に
な
り
、
あ
と
５
ｷﾛ
だ
け

減
ら
せ
ば
達
成
で
き
ま
す
。

写
真
の
こ
ろ
は
15ｷﾛ

痩
せ
す
ぎ
だ
っ
た

の
で
す
。
手
首
の
太
さ
が
、
親
指
と
人

さ
し
指
で
囲
め
た
の
で
す
か
ら
・
・
。

空
ラ
元
気
で
、
張
り
切
っ
て
、
動
い
て

い
た
青
春
時
代
で
し
た
。

前
に
、
同
窓
会
や
舌
だ
し
運
動
も
こ
の

本
が
種
本
。
人
に
お
勧
め
し
た
事
は
、

実
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
30
年
、

他
の
大
病
は
し
ま
し
た
が
、
風
邪
で
寝

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
方
も
20
歳

時
の
写
真
を
ご
覧
有
れ
。
ビ
ッ
ク
リ
や
。
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○
四
月
は
年
度
替

り
１
月
正
月
と
は

チ
ョ
ッ
ト
違
っ
た｢

代
わ
り
目
」
で
す
。

官
庁
関
係
も
年
度
代
わ
り
で
，
予
算
を

使
い
切
る
努
力
を
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
。

●
学
校
関
係
も
四
月
か
ら
新
学
期
。
入

学
式
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
思
い
出
し

ま
す
。1940

年
の
入
学
式
．
雨
の
日
で

し
た
。

○
美
し
い
6
年
生
女
の
人
が
「
下
駄
箱

と
傘
た
て
」
の
場
所
へ
案
内
し
て
く
れ

る
ま
し
た
。
祖
母
が
「
オ
ー
ツ
ル
ヤ
さ

ん
の
娘
さ
ん
や
と
教
え
て
ま
し
た
。

●
そ
の
頃
は
日
中
戦
争
、
南
京
陥
落
の

花
電
車
,
紀
元2600

年
の
行
事
も
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
古
い
こ
と
を
覚
え

て
い
て
、
今
さ
き
の
こ
と
を
忘
れ
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
間
違
い
も
増
え
た

し
、
既
に
書
い
た
事
を
二
度
書
き
す
る

し
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
「
と
ん
か
ら
り
ん
」

も
限
度
か
な
ぁ
と
思
っ
て
た
り
し
ま
す
。
、

●
そ
ん
な
時
、
ご
投
稿
く
だ
さ
る
方
が

増
え
る
。
校
正
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も

で
き
た
。
ま
だ
若
い
。
百
歳
の
FB

友

達
も
で
き
た
。

○
先
月
そ
の
方
の
「
文
」
を
掲
載
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
お
陰
で
百
歳
で
も
や
れ

る
の
だ
と
勇
気
は
も
ら
え
た
。

た
ま
に
、
読
ん
だ
ぇ
と
の
声
も
あ
る
。

●
が
、
残
念
な
事
に
「
読
者
」
の｢

友

の
会
会
員
さ
ん
」
が
増
え
な
い
。
年
度

末
に
は
会
員
証
更
新
を
お
願
い
し
て
い

る
。
お
友
達
を
誘
っ
て
欲
し
い
。
お
酒

呑
み
の
お
人
大
歓
迎
。
申
込
書
を
同
封

し
ま
し
た
え
。
オ
オ
キ
ニ
ど
っ
せ

編
集
後
記

酒
屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

第
七
十
七
話

三
月
が
原
点
②

ト
ロ
ッ
コ
を
外
せ
の
忠
告

こ
の
欄
は
、
会
員
の
深
谷
純
一
様（
元
大
学
講

師
）の
、
昨
年
10
月
の
朝
粥
会
資
料
か
ら
引
用

親
切
っ
て
難
し
い
／
複
雑
な
初
老
心
理

シ
ル
バ
ー
ズ
ト
ー
ク

「
ほ
ら
、
席
が
空
い
た
か
ら
あ
な
た
座

り
な
さ
い
よ
！
。
」
「
あ
ら
あ
ら
、
い

い
の
？
悪
い
わ
ね
え
。
で
も
私
腰
が
悪

い
か
ら
座
ら
せ
て
も
ら
う
わ
〜
。
」

60
代
中
盤
く
ら
い
の
お
ば
あ
さ
ん
の
一

人
が
私
の
隣
に
腰
を
落
と
し
た
。

「
最
近
若
者
に
席
を
譲
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
っ
て
ね
ぇ
。
」

「
自
分
で
は
元
気
な
つ
も
り
な
の
に
、

声
を
か
け
ら
れ
る
と
び
っ
く
り
し
ち
ゃ

う
よ
ね
。
本
当
に
わ
た
し
な
の
て
。
」

「
ね
、
そ
う
み
え
る
の
か
し
ら
」
「
こ

な
に
気
持
ち
は
若
い
の
に
。
ほ
ほ
ほ
。

意
や
ね
ぇ
」
確
か
に
お
ば
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
の
境
目
て
微
妙
だ
よ
な
ぁ
と
私

は
頷
く
。
（
中
略
）｢

で
も
譲
ら
れ
た

た
断
れ
な
い
よ
ね
ぇ
。
」｢

親
切
は
無

下
に
で
き
な
い
も
ん
ね
ぇ
。
」｢

私
だ
っ

て
も
っ
と
上
の
年
齢
の
人
が
来
た
ら
譲

る
事
あ
る
も
ん
ね
！
。｣｢

そ
う
そ
う
、

ま
だ
譲
ら
れ
る
ば
か
り
の
年
齢
じ
ゃ
な

い
わ
。
」
お
ば
あ
さ
ん
の
会
話
か
ら
初

老
の
プ
ラ
イ
ド
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。

初
老
っ
て
思
春
期
と
同
じ
く
ら
い
複
雑

な
お
年
頃
。
実
は｢

壊
れ
物
に
つ
き
取

扱
い
注
意｣

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
た
ら
い
つ
の

間
に
か
降
り
る
駅
に
と
到
達
し
て
い
た
。

慌
て
て
立
ち
上
が
る
と
，
ず
っ
と
立
っ

て
い
た
方
の
お
ば
あ
さ
ん
が
「
ラ
ッ
キ
ー
」

と
い
う
顔
で
サ
ッ
と
座
っ
た
。
う
う
う

-

ん
。
や
っ
ぱ
り
複
雑
。｢

取
扱
い
注
意
」

に
は
違
い
は
な
い
け
ど
、
あ
ま
り｢

壊

れ
物
」
で
な
い
か
も
。
私
は
満
足
そ
う

な
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を
横
目
に
、
苦
笑

い
で
電
車
を
降
り
た
。
（
履
修
生
Ａ
子
）

20
歳
の
時
の

写
真
を
見
つ
め
る


